
単元構想   第３学年 「町探検の計画を立てよう！」 
１ 指導者 羽田 舞 

２ 単元名 「時間と長さ」 

３ 本単元で身に付けたい資質・能力 

４ 単元設定 

 (１) 単元概要 

 本単元は，学習指導要領，第３学年２内容Ｂ「量と測定」（１）長さ，重さの単位と測定(３)時

刻と時間の指導事項のうち，長さと時間の指導のために設定されたものである。 

(１) 長さについての理解を深めるとともに，重さについて単位と測定の意味を理解し，重さの

測定ができるようにする。 

  ア 長さの単位（キロメートル（km））について知ること。 

 

(３) 時間について理解できるようにする。 

  ア 秒について知ること。 

  イ 日常生活の中で必要となる時刻や時間を求めること。 

児童はこれまでに，時刻を読んだり，単位の関係を理解したりして，時刻や時間を日常生活に関連

付けられるように学習をしてきている。本単元では，正時を超えて長針が動く場合や，午前から午後

にかけた時間経過などについて学習する。時間の単位に着目し，日常生活の中で必要になる時刻や時

間を捉える際に，数学的な見方・考え方を働かせ，日常生活に必要な時刻や時間を求めることを主な

ねらいとしている。実際に時計の模型の針を動かし，針が進んだ目盛りの数を数えたり，数直線上に

表された時刻や時間を読んだりすることを指導する。その際，正時や正午を区切りとして考えること

にも触れさせる。また，短い時間の単位「秒」と長い道のりを表す単位「㎞」について知り，秒を用

いたり，巻尺を使って長さを測定したりして，時間や長さの量感を身に付ける。ここで育成する資

質・能力は，日常生活に必要な時刻や時間を求めることや第５学年の速さの考察に生かされるもので

ある。 

（２） 単元目標 

日常生活の中で必要となる時刻や時間を求めたり，秒の単位を用いて測定したりする。 

㎞について知り，巻尺を使って長さを測定する。 

  ○ 時刻や時間の計算のよさや秒に関心をもち，進んで身の回りの時間の計算をしようとすること

ができる。計器のよさに関心をもち，㎞の単位で長さを表すなどして，身の回りの長さを測定しよ

うとすることができる。                      （関心・意欲・態度） 

  ○ 時間の仕組みをもとに，時刻や時間の計算の仕方を考えることができる。 (数学的な考え方)      

  ○ 必要な時刻や時間を求めたり，秒の単位を用いて測定したりすることができる。   (技能)      

  ○ 時刻と時間の求め方や秒について理解できる。㎞について知り，巻尺の仕組みや使い方がわか

る。                                   （知識・理解） 

 (３) 児童の実態及び指導の手立て 

   本単元に関するレディネステスト（令和元年５月２８日実施）の結果は，以下の通りであった。 

① 時計を見て時刻を答える問題（全２問）                    81％ 

② 午前，午後を付けて時刻を答える問題（全６問）              74％ 

③ 正午を超える場合の時間を求める問題                    78％ 

④ ある時刻の３０分前を求める問題                     62％ 

⑤ ２つ時計の図を見て，その時間を求める問題（全４問）           37％ 

   時刻を答える問題については，長針の目盛りを１目盛り見間違えているものが４名，長針と短針を

入れ替えて読んでいるものが１名いた。また，長針が５５分の場合の短針の読みを間違えている児童

がいた。しかし，全ての問題を間違えている児童はおらず，時刻をよむことについては概ね定着して

No 本単元で目指すレベル 
１Input ２Output ３Output・Input 

② 思考力・判断力・表現力  ○  

③ 共感的な人間関係  〇  

④ チャレンジ精神  〇  
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いるといえる。午前，午後は１００％の児童が理解できていた。正午を超える場合の時間を求める問

題で誤答の児童は，どのように考えると良いかがわかっていないと思われる。３０分前の時刻を求め

る問題では，時計の針を反対に回して考えている。２つの時計の図を見て，その時間を求める問題に

ついても，長針がどのように動くのかが分かっていない。また，長針が動いたときに，短針がどのよ

うに動くのかが分かっておらず，１時間多く考えているものもあった。このことから，時間を求める

ことについては課題が大きいため，時計の模型を操作し，針の動きを確認しながら考えることができ

るようにするとともに，時刻を目盛った数直線で進む方向を確認しながら考えることができるように

授業を展開していきたい。 

本学級の標準学力検査の正答率の平均値は 76.8%であった。全国平均正答率は 2.5%上回っているが，

市内平均正答率は 76.8%であり，４％下回っている。学級平均正答率に満たない児童は 11 名である。

問題場面を正確にとらえて演算決定をすること，自分の考えを表現することなどに課題がある。問題

文を全体で確認したり，見通しを持って自力解決に臨めるようにしたりしている。さらに協働学習で

自分の考えを説明したり友だちの考えを聞いたりして学ぶ活動を大切にし，より主体的に学習ができ

るようにしている。また，本単元に関わる「時刻と時間」の標準学力調査の正答率の平均値は 50.6%で

あった。市内平均正答率の 64%，全国平均正答率の 60.7%を大きく下回っている。学級平均正答率に満

たない児童は 14 名であり，その内の９名が 0%である。このことからも，時計の模型を操作したり，

針の動きを確認したりしながら丁寧に学習を進めていくことが必要であるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (４) 個の児童実態及び指導の手立て 
該当児童の実態（A 児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態 

・５５分の場合の短針を正しく読んでい

ない。 

・３０分前を３０分後で答えている。 

・左の時計の時刻から右の時計の時刻ま

での時間を答える問題で，どちらかの

短針で分を読んでいる。 

つまずきの要因 

① 時計の長針と短針の動き方が分かっていな

い。 

② 時間の求め方が理解できていない。 

③ 問題の意味を理解できていない。 

④ 学習に集中して取り組むことができていな

い。あきらめている。 

指導改善のねらい・個への手立て 

①②について 
・チャレンジタイムで取り出し指導を行い，簡単な場合の時間や時刻の求め方を復習しておく。 
・針を動かすと経過した時間の色が変わる時計の模型を使い，時間の意味を視覚的にとらえさせる。

③について 
・問題を関係図に表して，どこを求めるのかを確認する。 
・人形を動かすなどして問題場面を視覚的にとらえさせ，問題の意味を確実に理解できるようにする。

④について 
・座席を前にすることで，個別指導をしやすくする。 
・班のメンバーに説明力の高い児童を入れ，友達の話を聞くことで理解できるようにする。 
・学習に関することでささいなことでも積極的に褒めるようにし，自信を持たせる。 

指導改善のねらい・全体への手立て 

・本単元に入るまでに簡単な場合の時刻や時間の求め方を練習しておく。 
・前時までの学習の足跡を掲示し，振り返りながら考えることができるようにする。 
・時計の大型模型を教卓に置き，針を動かしたり，目盛りを数えたりして考えることができるよう

にする。 
・前の時刻を求める問題の際に，誤答を取り上げて間違いの理由を語らせることで，針の動かし方

を理解させる。 
・時間や時刻の経過をとらえやすくするために数直線を扱うが，その導入では時計の目盛りを伸ば

して数直線にしたものを使って意味を理解させる。その後は児童の実態を見て，教科書で扱われ

ている１０分ごとの目盛りの数直線を使うこととし，段階を踏んだ指導をしていくことで，児童

が抵抗なく数直線を活用できるようにしていく。 
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(５) 単元構想の工夫 

 指導にあたっては，「教科との関連」「他教科との関連」「実生活との関連」を意識し，町探検の計画を

立てて２年生に伝えるという実の場を設定することで，目的を持って学習をすることができるようにし

ていく。「教科との関連」では，前時や前の問題と比較しながら学習を進め，時刻と時間の違いや時計の

針の動かし方などを確実に理解できるようにしていく。また，単元の後半では，歩いた時の所要時間と

道のりをはかる活動を行う。これは時間と距離の比例関係を理解する素地をつくるものにもなっている。

「他教科との関連」では，社会科で作成した学校周辺の地図から問題場面を作成し，昨年度に生活科で

行った町探検での経験を想起させながら学習を進めていく。「実生活との関連」では，学習したことを使

って，本校の日程を表にまとめる活動をし，学びが実生活に生かせることを実感させる。また，ストッ

プウォッチと巻尺を使い，歩いてかかる時間の量感をつかんだり，かかる時間から道のりを予想したり

する活動を通して，実生活と結び付けて考えさせていく。 

 (６) 資質・能力とのかかわり 

「思考力・判断力・表現力」に関して，時計の模型を操作したり，時間の経過を数直線で示したりし 

ながら根拠をもとに相手に伝える力を付けたい。 

「共感的な人間関係」に関して，視点を明確にした話し合い活動をすることで，よりよい解決方法を 

友だちと協力しながら考えようとする力を身に付けたい。 

「チャレンジ精神」に関して，単元を通して実生活の場面から問題を設定し，目的を持って問題解決 

に向かわせることで，関心意欲を喚起しチャレンジ精神を育てていきたい。 

 ５ 単元計画（全１１時間） 

課題発見 

解決学習 
小単元 学習内容 

本時のねらい 児童の「学び」の姿 

(例)～している 
育成できる 

資質・能力 

関 考 技 知  ② ③ ④

課
題
設
定 

（社会科） 

「地図」 

○学校のまわりの探検場

面の話し合いにより，

時刻と時間，長さにつ

いて関心を持ち，単元

を通しての見通しを持

つ。 

◎   ◎

・時刻と時間，長さについて関心を

持っている。 

・簡単な時間や時刻，長さを求めて

いる。 
○  ○

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

時刻と時間 

 

 

○２つの時刻を知って，

その間の時間を求める

方法を考える。 

 ◎   

・２つの時刻からその間の時間を

求める方法を考えている。 ○   

〇正午を超える場合の２

つの時刻の間の時間を

求める。 

  ◎  

・時計の模型や数直線を用いて，正

しい時間を求めている。 〇   

○時刻と時間を知ってそ

の前後の時刻を求める

方法を考える。 

（本時）

 ◎   

・時刻と時間を知ってその前後の

時刻を求める方法を考えて説明

している。 
○

 

 

 

 

〇短い時間の単位「秒」を

理解し，１秒の量感をつ

かむ。 

   ◎

・秒の単位を知り，１分は６０秒で

あることを理解している。  〇  

仮説 

 算数科の学習において，学んだ知識を生かし応用問題に取り組ませることで活用力が身につき，

さらに社会科の学習（町探検，地図）や２年生の生活科の学習，実生活とを結びつけながら問題設

定すれば，主体的な学びを促すであろう。 
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実
行 

(実生活) 

「チャイム着

席をしよう」 

時刻と時間 

〇授業の開始時刻や休憩

時間の長さを考えなが

ら，A日程と B 日程それ

ぞれの一日の生活を表

にまとめる。 

  ◎
 

 

・時刻と時間の考え方を活用し，一

日の生活の流れを表にまとめて

いる。 ○ ○ 〇

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

長さ調べ ○長さの単位「㎞」を知

り，道のりを㎞やｍで

表す。 
   ◎

・㎞の単位を知り，1㎞＝１０００

ｍであることを理解している。
○   

〇長さの加減計算をす

る。 
  ◎  

・㎞とｍが混在した道のりを加減

計算で求めている。 
〇   

○長さの見当づけを行

い，巻尺を使って長い

ものの長さや曲がって

いるものの長さをはか

る。 

  ◎  

・いろいろなものの長さに興味を

もち，木の周りの長さやその他

のものの長さを予想してから巻

尺を用いて測定している。 

○ 〇  

実
行 

（実生活） 

「道のりはど

れくらい」 

〇ストップウォッチと巻

尺を使い，歩いてかか

る時間の量感をつかん

だり，かかる時間から

道のりを予想したりす

る。 

◎  ◎  

・ストップウォッチや巻尺を使っ

ての測定に興味をもち，いろい

ろなところまでの時間と道のり

を予想している。 

・ストップウォッチや巻尺を使っ

て，時間や道のりを正しく測定

している。 

〇 〇  

ま
と
め 

ふ
り
か
え

り たしかめよう ○時間と長さについて学

習内容の理解を確認す

る。 
  ◎  

・２つの時刻からその間の時間を

求めている。 

・巻尺の目盛りをよんでいる。 
○   
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４/１１時間 算数科学習指導案 

１ 学  年 第３学年 男子１５名 女子１２名 計２７名 

２ 本時で付けたい力 

目標 内容 方法 

・ 時刻と時間を知ってその前後の

時刻を求める方法を考えて説明

している。 

・ コミュニティセンターの出発時

刻と歩いた時間から，コンビニ

の到着時刻を求める。 

・ 歩いた時間と学校への到着時刻

から，コンビニの出発時刻を求

める。 

・ 時計の模型を操作して長

針や短針の動きを調べた

り，数直線を用いたりして

考える。 

 

３ 本時の目標 

   時間をちょうどの時刻で区切って考えることの良さに気付き，時刻と時間を知ってその前後の時刻

を求める方法を考えて説明することができる。 

 ４ 本時の「学び」を実行する振り返りと評価規準 

【ふりかえりの確認問題】 

 まゆみさんの家から丸子橋まで２０分かかります。

３時１０分に丸子橋に着くには，何時何分に家を出る

とよいですか。 

            

A
正しく時刻を答え，その求め方を説明して

いる。 

B  正しく時刻を答えている。 

C  正しく時刻を答えていない。 

 

５ 板 書 計 画 

6/26   時間と長さ                      

○め   ○め                  ○か  

○も  ○も 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ま  ○ま  

  

 

 

２組は，９時４５分にコミュニ

ティーセンターを出て，２５分

歩いてコンビニに着きました。

コンビニについた時刻は何時

何分ですか。 

コンビニを出て４０分歩き， 
１１時１０分に学校に着きま

した。コンビニを出た時刻は何

時何分ですか。 

出た時刻はどうやって求めるとよい

だろう。 時計 数直線

ついた時刻（後）⇒はりをすすめる。 

５分ずつ。ちょうどで区切る。 

出た時刻（前）⇒はりをもどす。 

 

まゆみさんの家から丸子橋ま

で２０分かかります。３時１０

分に丸子橋に着くには，何時何

分に家を出るとよいですか。 

色付き 
時計 

色付き 
時計 

やじるし もどる 

時間をまきもどす 

はりをもどす

９：４５ 

２５分 

１１：１０ 

４０分

ついた時刻
出た時刻

すすめる 
もどす 

ついた時刻はどうやって求めるとよ

いだろう。 時計 数直線 



単元構想   第３学年 「町探検の計画を立てよう！」 
６ 本時の展開 

開 

 

 

 

学習展開 

「学び」の過程 ◇全体への手立て 

◆他教科等との関連 

※個への手立て 
☺思考の流れ ・児童の思考の深まり(具体) ○教師の問い（具体） ※話題（具体） 

課
題
設
定
・
情
報
収
集 

 
 

整
理
・
分
析 

 

 

問 題 場 面

の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定 

 

自力解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 話 活 動

で「学び」

を創る 

 

 

「困ったな」 

「それってど

ういうこと？」 

 

 

 

 

 

 

 

「どうやって

考 え よ う か

な。」 

「こえを使っ

たら解決でき

るかもしれな

い。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あっ！そう

いう考え方も

あったのか」 

 

 

 

 

 

 

○昨日の問題と違うところはどこでしょう。 

・昨日は時間を求める問題だったけど，今日は時刻を求めます。 

・時間は分かっています。 

・着いた時刻を求めます。 

〇この問題，何を使って考えると良いでしょう。 

・時計の模型を動かして考えたいです。 

・数直線も使えると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇時計や数直線を使って，着いた時刻を求めましょう。また，ど

うやって求めたのかの説明を書きましょう。 

・１分ずつ２５分を数えると１０時１０分になった。 

・５分ずつ２５分を数えると１０時１０分になった。 

・まず，１０時まで１５分を数えた。残りは１０分だから１０時

１０分になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どうやって考えたのかみんなに説明をしましょう。 

 

 

 

 

◇前時のストーリー

を確認する。 

◇前時までの学習を

掲示しておき，本時

の問題は時刻を求

めることを押さえ

る。 

◇これまでの学習で

数直線や時計の模

型を使ったことを

想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇大型の時計模型置

いておき，９時４５

分の時刻を確認す

る。 

◇自分の考えを説明

するために，時計の

図や数直線がかか

れたワークシート

に書かせる。 

※人形を動かして問

題の意味を理解さ

せる。 

※針を動かすと色が

変わる時計の模型

を使い，時間の経過

が感じ取れるよう

にする。 

※児童の様子に応じ

て，時計の目盛りと

同じ目盛りの数直

線を渡す。 

◇机間指導の時に，区

切って考えている

児童に丸をつける。

◇次の問題でしっか

り考えさせること

ができるように，短

時間で扱う。 

【問題】 
２組は，９時４５分にコミュニティセンターを出

て，２５分歩いてコンビニに着きました。コンビニ

に着いた時刻は何時何分ですか。 

○め 着いた時刻はどうやって求めるとよいだろう。 

  
時計 数直線
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課
題
設
定
・
情
報
収
集 

 
 

整
理
・
分
析 

課題設定 

 

 

自力解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうしたら

できそうだ」 

「こうしたけ

どできなかっ

た」 

 

 

 

 

 

 

 

〇さっきの問題と違うところはどこでしょう。 

・さっきは着いた時刻だったけど，今回は出た時刻を求めます。 

・さっきは後の時刻を求めたけど，今回は前の時刻を求めます。 

 

 

 

〇時計の針を動かしたり，数直線を使ったりして，出た時刻を求め

ましょう。 

・５分ずつ４０分戻すと１０時３０分になります。 

・５分ずつ４０分進めると１１時５０分になります。 

・１１時で区切って考えました。１１時までは１０分です。残りは

３０分なので，１０時半になります。 

 

 

 

 

 

話題の共有化 

 

 

〇どちらの考えが正しいのかを班の人と話し合いましょう。 

・前の時刻を求めるのだから，時計の針を戻さないといけません。 

・数直線で考えると⇒が左をむきます。ということは時計の針も左

に動かします。 

 ・前の時刻なのに，１１時１０分より後になっているのはおかし

いです。 

〇全体に，どうやって考えたのか説明しよう。 

 

 

 

 

 

◇先ほどの問題との

違いを考える。 

 

 

 

 

 

 

※人形を動かして問

題の意味を理解さ

せ，針をどちらに進

ませるのかを確認

する。 

※針を動かすと色が

変わる時計の模型

を使い，時間の経過

が感じ取れるよう

にする。 

※児童の様子に応じ

て，時計の目盛りと

同じ目盛りの数直

線を渡す。 

◇時計の針を反対に

動かしている誤答

を取り上げて，どち

らが正しい考え方

かを話し合わせる。

 

ま
と
め 

「学び」 

のまとめ 

 

 

 

「こういう考

え方・方法を使

ったから解決

できた」 

 

○この問題のポイントは何でしたか。 

・前の時刻を求めるときは，針を戻すことです。 

 

 

 

ま
と
め 

「学び」 

のまとめ 

 

 

 

「こういう考

え方・方法を使

ったから解決

できた」 

 

○着いた時刻はどうやって求めましたか。 

・後の時刻なので針を進めました。 

・ちょうどのところで区切って考えました。 

 

 

前の時刻⇒はりをもどす。 ・ちょうどのところで区切る 

【問題】 
コンビニを出て４０分歩き，１１時１０分に学校に着

きました。コンビニを出た時刻は何時何分ですか。 

後の時刻⇒はりをすすめる。 

 ・５分ずつ   ・ちょうどのところで区切る 

１０時３０分と１１時５０分と正しいのはどちらだろう。 

○め 出た時刻はどうやって求めるとよいだろう。 

  時計 数直線
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実
行
・
振
り
返
り 

「学び」 

の実行 

 

 

「学び」 

の 振 り 返

り 

「まとめた解

決の手口を使

ってやってみ

よう」 

 

「他の場面で

も使えるかな」

「こんな場面

でも使えそう

だ」 

○振り返りの確認問題をします。 

まゆみさんの家から丸子橋まで２０分かかります。３時

１０分に丸子橋に着くには，何時何分に家を出るとよい

ですか。 

   

※針を「すすめる」「も

どす」の意味理解を

図るために，時計を

使い押さえる。 

 


